
陥
紗
安
静
の
和
尚
一
き
ん
で
織
、
型
産
復
職
し
て
昭
和
主
且
年
退
職
、

間
平
塚
歌
脅
昇
の
大
先
議
、
職
一
本
と
恋
っ
た
。
教
師
と
綾
瀬
と
一
一
一
国

間

接

議

員

由

記

者

、

老

人

わ

長

U
で
人
に
い
え
議
夏
草
鋭
、
位

制
ク
ラ
ブ
習
で
一
の
現
と
し
て
校
長
か
ら
『
緑
品
吉
田
教
育
』
掛
滋
得
、
品

川
酬
い
ま
な
お
議
輯
と
し
て
地
も
住
職
も
身
、
寄
っ
て
当
湾
海
綴
志
穐

山
川
崎
明
社
会
に
奉
仕
ゑ
蜘
け
、
赤
い
顔
し
て
外
出
し
な
い
ζ
と
そ
ん
叩
校
醤
い

制
市
創
出
制
十
閥
年
に
市
長
表
五
十
年
間
開
守
っ
た
と
い
う
ぷ
京
総
甲
車
は
盟
品

川
彰
争
受
廿
た
が
、
今
日
ま
震
で
は
な
い
。
地
域
に
畢
往
す
べ
き
者
だ
h

ぷ
け
が
え
の
な
い
地
評
議
u

で
は
公
害
事
故
多
発
防
止
の
た
め
由
自
動
車
は
多
く
巴
侵
害
与
え
る
反
中
で
も
角
動
車
に
よ
る
整
百
蓄
え
た
開
明
石
富
喜
と
な
り
、
い
ず
れ
も
半
播
(
古
河
電
工
否
護
な
ど
で
五
百
は
、
州
問
で
各
種
め
卓
世
帯
を
受
付
る
レ
て
、
民
生
霊
員
会
一
芸
品
年
、
少
量
副

ぺ
六
月
五
百
か
ら
十
六
日
ま
で
動
言
語
照
宮
申
書
可
決
。
罰
、
大
気
汚
染
・
雲
振
動
・
ほ
こ
家
察
番
目
約
十
八
骨
、
草
八
百
草
く
の
世
帯
直
撃
警
と
襲
+
章
ょ
の
雪
善
が
出
て
い
ま
①
連
威
喜
一
言
時
間
の
一
時
間
平
酬
と
と
一
一
平
問
主
主
委
員
五
時
、
円
遺
書
禿
一
一
一
一
霊

g

J
ホ
ル
ム
で
運
命
環
境
品
芳
、
東
京
都
で
は
光
俗
学
ス
モ
ッ
グ
む
な
ど
、
環
境
汚
染
と
い
笠
語
審
問
十
一
件
雪
、
し
か
も
と
由
一
墾
?
に
喜
轟
じ
て
い
る
き
に
な
り
ま
す
e

均
績
が
十
P
P
M以
下

側

義

曲

出

で

あ

る

。

業

協

会

長

十

産

、

家

識

調

停

章

受

一

f

関
か

2界
各
憶
が
一
整
会
対
識
の
一
望
し
て
思
議
宮
乗
り
入
わ
れ
わ
れ
に
も
た

G
え

著

書

室

一

言

童

文

書

い

か

え

れ

ば

、

と

の

図

書

以

上

、

住

民

審

議

室

奥

田

う

望

号

八

時

間

由

一

時

間

平

均

領

側

室

は

市

内

白

書

の

年

つ

と

め

た

り

、

童

書

て

塁

」
自
動
車
ハ
舎
五
百
め
た
も
ろ
も
れ
崩
壊
考
慮
中
長
、

ζ
の
と
と
る
箆
字
主
品
写
実
施
し
た
で
雪
と
し
て
い
ま
す
。
雲
市
町
代
言
受
適
時
盟
譲
震
域
ち
、
自
動
車
壌
国
申
書
い
習
に
つ
い
が
一
一
十
P
F控
下
で
、

ζ
の
一
一
つ
側
室
雪
一
男
、
繁
華
し
か
っ
た
の
で
、
凡

}
Z
K
Yロ
パ
ジ
裏
Y

為
市
老
人
玄

室

長

の

討

議

5
2動

車
公
言
語
、
実
禁
「
平
塚
巾
露
英
一
態
認
さ

i
警

護

公

害

課

で

は

、

言

葉

と

い

え

ま

す

@

て

述

べ

ま

し

話

、

議

で

は

こ

の

が

同

時

に

再

開

た

さ

れ

存

れ

ば

な

ら

な

酬

号

室

主

主

号

室

重

量

事

、

寝

室

寝

室

E
J
7宇
ハ
ヲ
イ
州
談
合
非
常
花
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ら
つ
か
五
月
号
一
部
紹
介
ず
み
ら
警
護
・
分
析
を
一
章
、
葉
へ
の
在
語
、
医
速
二
一
害
賠
(
潟
デ
i
宰
昔
、
と
れ
か
ら
の
g
動
車
警
官
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
塚
市
の
総
長
、
勉
強
好
き
の
蓄
さ
ん
は
撃
君
護
憲
、
寒
天
譲
事
禁
達
三

対
韓
の
器
か
り
と
し
て
一
言
語
査
霊
童
絡
)
沿
い
の
竜
ト
威
主
一
帯
型
白
書
弱
点
と
す
る
と
い
っ
て
場
合
、
市
内
で
も
高
い
と
思
わ
か
告
発
側
先
詰
見
送
去
、
小
学
部
厚
生
め
章
子
て
い
る
。
特
に
老
人
ク
ラ
ブ
は
庭
内
普

段
?
っ
ち
手
件
以
上
白
星
車
騒
音
も
二
一
主
唱
と
い
う
高
い
高
著
い
望
日
3
0
泌
富
喜
は
、
禦
磐
田
昌
邸
宅
事
長
前
後
(
忍
掃
の
一
時
糊
と
な
り
、
来
日
師
範
学
校
児
入
学
、
寺
本
縫
ク
一
フ
ブ
一
千
百
孝
治
入
実
努
三

・
振
動
品
」
訴
え
た
地
点
径
一
地
図
に
お
と
示
し
て
い
ま
す
。
と
の
道
路
は
一
日
の
芝
レ
ベ
ル
コ
!
ダ
1
(長
む
を
間
平
均
縫
)
で
す
か
ら
、
い
ま
の
と
こ
附
ぐ
主
喜
重
警
警
電
車
弟
子
と
火
、
電
量
、
共
同
襲
撃
露
、

唱
し
て
霊
し
た
e

(

別
壁
一
時
)
車
両
浮
喜
一
万
字
台
も
あ
り
、
セ
ッ
ト
し
て
自
欝
に
記
録
し
ま
す
。
ろ
一
安
全
い
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ζ

の
蹴
な
り
二
季
、
読
経
毒
ん
だ
1

入
門
の
時
献
金
、
交
通
安
全
な
ど
に
立
し
て
一
県
哀

れ
苦
婦
の
ま
っ
た
震
を
蕊
も
の
ご
一
九
百
善
一
給
付
近
の
二
万
一
千
一
一
一
騒
音
の
大
重
量
わ
ず
血
管
ホ
ン
状
態
議
議
さ
せ
た
い
も
白
で
す
。
従
捌
『
人
よ
主
犯
出
足
吟
事
時
議
遊
指
の
ク
ラ
ブ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
手
挙

シ
重
っ
て
み
ま
す
と
、
妻
露
五
妻
君
主
巾
内
第
二
君
も
の
で
が
使
対
話
芸
、
長
わ
れ
わ
れ
が
来
か
ら
の
測
定
費
時
宮
前
護
側
ん
で
し
ま
主
警
に
出
ら
れ
な
い
玄
と
か
ら
寺
内
長
嘉
義
け
、
土
、
量

的
る
尾
道
一
号
錦
、
間
三
九
号
線
、
東
霊
一
号
線
よ
り
も
四
千
会
口
も
多
い
瞭
〈
一
騒
音
史
書
は
お
お
む
ね
襲
輔
、
霊
一
号
霊
前
事
路
、
量
制
劉
さ
れ
た
め
ま
磨
字
警
つ
い
て
、
芸
品
薮

V

氏
、
検
定
成
舗
の
よ
い
ζ

喜

四
番
大
島
鶴
、
重
量
警
富
の
で
す
。
の
き
に
な
り
ま
す
が
、
わ
た
く
し
た
露
整
会
語
で
し
た
が
、
察
側
一
生
白
人
誌
と
な
っ
た
と
い
う
。
語
、
儀
正
し
い
き
で
有
名
と
な
り
二
芸

脱
走
っ
て
い
る
葉
町
忌
不
八
千
代
更
飯
島
、
室
、
重
裏
ぽ
喜
善
幸
が
六
十
ホ
ン
と
い
わ
れ
度
か
ら
一
審
会
賓
館
と
一
霊
三
奪
糊
生
家
事
事
し
〈
満
足
怠
遭
い
も
与
え
送
り
出
し
、
翠
六
十
名
が
単
ん
で
い
る
a

搬
や
老
松
町
・
宮
松
防
e

宮
の
前
会
が
平
均
一
一
…
十
骨
と
い
う
数
値
や
宣
布
し
て
、
市
内
自
主
な
交
差
点
語
い
と
き
に
緯
古
河
電
ヱ
ズ
ロ
の
一
一
か
所
が
加
わ
り
榔
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
勉
強
事
命
令
き
れ
ば
よ
検
定
化
合
格
し
た
者
は
草
花
、
装
警

閣
や
浅
野
釘
否
定
申
平
い
ま
す
が
、
調
査
対
象
世
帯
主
な
い
は
八
十
去
ン
に
も
な
る
そ
吾
で
す
e

市
民
の
護
霊
び
や
か
す
か
努
ス
側
い
失
望
書
し
ば

j
z
a
i
-
-
i
J
5寄
付
芸
品

役
塚
・
平
塚
新
宿
舎
士
見
可
最
前
た
控
室
に
な
っ
た
と
は
い
r
Jも
の
と
の
よ
う
に
緩
芝
測
定
し
て
、
復
度
化
法
雷
雲
一
段
と
誉
主
主
制
っ
て
辛
い
撃
に
婦
五
日
露
襲
撃
襲
撃
総
…
き
て
だ
が
、
堅
議

M

-
聾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
K
知
し
の
、
砂
利
採
取
護
ダ
ン
プ
普
通
て
さ
え
た
数
値
が
記
録
容
れ
れ
ば
も
は
し
ま
え
な
お
C
の

測

定

地

点

窓

側

た

。

露

在

学

中

選

畿

撃

畿

壌

藤

議

配

重

だ

り

で

こ

去

の
平
均
一
平
八
語
講
雪
一
目
し
て
い
が
相
当
な
顔
面
壱
与
え
て
い
る
事
実
は
や
磐
田
舎
で
す
か
ら
、
道
路
交
差
警
察
ふ
や
し
て
い
〈
喜
子
。
側
父
は
雲
寺
送
る
ほ
?
警

J

務
縁
遠
持
士
万
一
一
?
を
整

肘
ま
す
。
や
は
り
、
と
れ
ら
白
地
区
議
室
、
き
な
い
で
し
ょ
う
。
の
規
定
に
よ
受
信
畿
、
た
と
え
ば
君
襲
警
同
文
差
雪
量
向
上
附
労
し
て
、
時
に
は
腕
豹
…
織
芯
:
警
臨
し
て
い
る
。
思
い
出
同

外

察

署

、

接

続

Zい
た
め
と
事
ほ
か
、
上
実
(
中
沢
弱
付
入
れ
規
制
、
一
万
温
存
、
書
撃
の
有
力
な
に
な
い
手
の
自
動
車

2
酬

の

警

へ

主

い

も

…

j
:験

室
慰
霊
多
い
が
、
京
童
市

川
思
わ
れ
ま
す
@
と
の
つ
主
婦
曜
の
上
近
〉
麗
孝
、
柳
町
(
量
一
号
絹
ど
品
史
認
雪
空
協
議
し
て
重
量
の
す
ご
い
普
及
星
空
騒
音
・
大
気
附
し
た
と
い
う
。
雲
…
騒
騒
欝
襲
警
繍
バ
ミ
大
正
十
字
h

h

詰
震
は
葉
町
室
支
持
、
設
と
迂
回
国
警
の
交
震
)
輸
長
章
一
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
汚
染
と
い
う
で
か
い
な
付
録
が
つ
い
慨
に
し
て
学
書
み
』
…
審
議
議
議
議
議
議
幾
重
目
撃
学
校
で
行
な
わ
山

軌
署
長
十
語
、
紅
喜
怒
号
、
重
要
喜
男
十
宇
崎
八
菜
、
自
動
車
所
有
者
毒
装
動
車
で
し
窃
酌
量
し
た
。
加
え
て
工
事
事
側
主
践
し
て
、
明
治
問

j

:

2

3

5

1

2

た
県
下
小
学
校
汽
豪

閣

の

盤

荷

点

検

壱

し

、

軍

曹

不

急

由

使

用

禁

訴

の

誹

出

ガ

ス

も

加

わ

っ

て

、

い

ま

間

十

一

議

春

一

一

+

て

設

で

車

業

し

、

中

郡

揖

島

D
V
1で
宿
敵
大
磯
小
事
破
っ
て
媛
較
と

聞

き

か

き

な

ど

の

協

力

が

望

ま

れ

ま

の

主

主

五

十

室

長

、

わ

た

く

鵬

対

小

憲

章

季

語

と

な

つ

だ

と

と

、

競

児

暴

は

重

量

、

官

唱

す

。

し

た

ち

申

書

室

一

察

室

絡

し

て

制

始

め

て

受

持

っ

た

生

霊

高

等

耕

一

ニ

一

年

等

聖

女

子

語

、

警

は

撃

決

勝

目

郎

自

動

車

公

言

い

わ

れ

る

も

の

に

厳

し

予

三

塁

一

百

わ

れ

て

い

ま

え

と

側

併

せ

て

一

一

十

八

名

、

対

等

に

下

宿

し

ず

通

が

、

ζ
れ
に
警
長
童
謡
曲
百
花
婆

幸
四
ほ
か
、
芝
遜
奪
取
と
排
気
ガ
ス
が
の
解
決
犯
は
、
斜
学
的
に
も
ま
だ
ま
だ
附
勤
し
た
。
た
結
策
、
ζ
の
日
開
判
官
の
走
者
が
由
醐
怨
夜

間

る

お

は

ど

一

震

の

と

お

り

で

す

@

交

研

究

自

余

地

が

あ

り

、

道

義

的

貧

富

州

警

言

語

義

め

た

青

年

教

師

と

辛

う

じ

て

ト

ッ

プ

に

入

っ

た

時

、

5

荷

量

改

防

止

対

舗

に

つ

い

て

は

し

ば

し

題

化

に

も

建

議

さ

れ

て

い

ま

川

附

し

て

生

徒

主

主

義

わ

れ

た

が

、

と

の

手

長

垂

つ

霊

い

た

と

い

う

よ

あ

露

間

ば

ふ

れ

て

き

ま

し

た

の

で

、

排

気

ガ

ス

す

。

山

時

の

生

徒

で

現

存

す

患

の

は

…

一

一

名

だ

け

。

一

一

一

上

官

、

れ

た

の

が

署

長

後

だ

っ

た

勾

阻

警

に

つ

い

て

ざ

っ

と

ふ

れ

て

お

き

ま

自

治

体

も

、

企

業

も

、

市

民

も

、

守

馴

+

八

年

、

実

多

プ

の

結

成

童

話

地

主

昭

和

五

富

島

塞

が

聖

霊

感

す

。

警

の

光

化

学

ス

モ

y
グ
が
ク
ロ
と
そ
ひ
と
り
自
動
車
員
会
、
す
べ
側
主
託
、
平
一
室
八
三
ノ
雲
童
話
語
記
付
し
て
く
若
の
章
一
ぶ
の
一
つ
b

調

会

ア

ッ

プ

さ

れ

る

忠

君

、

昭

和

四

で

白

公

害

に

対

し

て

、

一

習

い

環

器

棚

氏

(

十

輪

寺

住

職

)

や

教

え

乎

白

ひ

と

E

#

い

う

。

夫

人

(

さ

と

の

聞

に

一

一

嘉

一

一

三

約

十

一

年

か

ら

治

で

は

す

で

に

ζ

の
測
定
含
革
、
英
知
と
勇
気
実
ぎ
結
州
場
之
助
さ
ん
今
回
)
か
暴
え
子
安
芸
書
戦
死
し
た
が
、
援
護
季
童

文

キ

実

施

し

て

お

り

古

小

高

大

気

中

の

聾

す

る

震

が

き

て

い

る
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は
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と
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輯付 Cまたは艶酷〉期総費

加入者の主主年月日 納付期間

関治39.4.2-大工E5. 4・1 00年〉

大工E5.4守 2........4-- 6 4. 1 (11時〉
-1' 6.4.2.......タ 7.4. 1 02年〉

? 7・4・2- ク 8.4・1 03年〉

l' 8.4.2.-... タ 9.4合 1 04勾9
l' .9. 4. 2 --... 9 10. 4. 1 (15年〉

" 1ι4. 2 - " 11. 4. 1 06年〉
1-' 11. 4・2，__， 9 12. 4. 1 07年〉

1-' 12.4・2-ク 13.4・1 08年3
l' 13. 4. 2 _.._. .{--14. 4. 1 (19年〉

? 14・4・2- l' 15. 4. 1 (20年〉

9 15・4.2-昭間 2.4-1 (21年〉

昭和2.4.2-ク 3.4・1 (22年〉

?- 3，4..2""_' 9 .4.4.1 (23年〉

?- 4.4.2---95.4.1 (24年〉

7 5・4・2- (25年〉

8Jlは家庭でのクリーニング

毎i滋a金13持3自分-15時30分梅震g瀦

くらしと針霊童、時ガ世、軒事務静樹、カギと路
頭展示犯消費を噌える、ペ{バーナプキンのチスト蕗梁

ホ蹟回吾除く揮沼午鈴10時~午後 S時
錨消費生活相議/潔輯褐齢、背鰭穏鍛、苦槽認のテスト

;二
一一一あなたのための綴談窓口一一一

毎月第2ム緩9吋場 12

f求人招裁も含む]録濁

E民相談，，>1議紘j

(後被金嬬ÉH~

プヲJミヂ?ク加工等j毎月第3水 13持.}-

{織工認3

6時市民在損"
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4員会
暴露響E
官襲民百iiii 
援護晶子

T;長

J、、
平
塚
市
広
報
モ
ニ
タ
ー
決
法
る(13) 

未来iこ希翠をグ現在に審ぴを!!

<>作品募集。
豊富童書..j傍勾 f夏季雑詠， 1λ2匂 小島鴻

堂選短歌 r~藍の雑詠:J 1人2昔以

内中村t曹関部選 III務 FとんIfj
1人3旬以内浅田青轟選

霊童応募・宮製ゆがきで畠月10日までに浅間関T
事~注平塚市教育委員会社会教育諜
へ{電22'17的内線458)

豊富資格・市内在銭、在童書、設学者
豊富その他@応募作品i主未発表のものjz綴る

-
食
@
伎
つ
告
} 麟欝欝麟離器轟轟罫輯警轄噂覇
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と
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傘昭和年7月9Eヨ〈沼〉
(12時30~17時〉

争平塚市J3lセンタ…
E入場輯時'4)

4診と討漬・

日月は昭和47年度m察民税

の第 1Jl自分の納期です。

〈火3

唱幹事時~12持

覇

大帯主主認など

φ主摺・県教育芸委員会/前教育委員会/神

奈川県民俗芸能保有博治



h 品哲三七、

r n らむ

荻はいった人水中落

ちてフライスコYペヤ

で灰パンカヘ遵ばれ

る勿灰は適時ト三ラック

で主主め立て地、v遺ぷ

議ゑゴえとツト号flfirz
からピ"ト投入口ヘゴミを落すa とむゴ

ミをマンモスクレ-y(ひとつまみ 9む

Dkg)でつまみあげかE潟戸ヘ。ピット内

的空気長燃焼濁に駿引しているむでゴミ

や奥気が舛部に買を散しなしも。

「タルチュ7J

儲凶 悪言"燦UIS!lI雲J
喜吉田太館、鴇田静そ子、拘閤穂、

高幹由紀子、欝宣軍器など

e入場然華寺 Cただい

~25環器量銭的背誹a

@ 申 し 込 み 投機はがき雪務寝寄金額

額へ 平 254 空襲罪悪費T事

昭 和45年度から 3カメ手計廓で建設

していた「大神構掃作業場連続焼却

機易伊Jが完成し、 6月 7臼瞳ヱバ

が行なわれた硲

新しい炉は臼蜜 18 0トンまで処

震できる新鋭機で、焼却過程はすべ

て穆鵠釘己主れ、ff-!韓面でも盟主主主ー清

潔でパイ僚やパイ盤は集塵装置で除

去す忍ょうlとなっている。

とみ収襲車は、計量害すませてか

ら 2階叱るあピァトと呼ばれ喜容れ

教ヂ\ζ'みを入れる。 ζ町t::'~トから

クレ』ジでとみはホッパー仁投入口〉

焼

lCi車ばれる。

ζ うした作喜龍工程の中でもマルチ

芳イクロジ葬占聾装鐙や電気襲塵装鐙

がめまぐるしく働いて、豊富や排ガス

の公害吾なくしている。さで、新し

い機物培戸が動き始めたが、燃えるど

みと燃えないとみがいっしょに出古

れるため、諦鵠ぬFの中はBiづめのあ

告 ffiなどでいっぱいになる.炉の中

は狭〈、 ζ'みは移動しながら費税尭ず

るようにな勺ているため、あき伝な

どでつまり炉を痛める.ζれでは構

械炉も長持しない。とみは燃える物

と燃えなし均身を分類して出し、構械

炉を大事にしていただきたい.それ

には市民のζf理解と協力が必要です

タ燃焼
中1<::

焼売乱白内は、かき A 

ならし装置が設蝿 一喝

されており、ゴミむ腐を均一にか 出る
鋒ガス中のあらいとみや箆壱補聾

する穆揃ゐ外部にも噴気築星第装置

が微細な皇室まで捕襲するので、公

密の心配はなし、

きならして燃焼効果をたかめる。

終調J1FI'士、 1号炉 2号車ヨどあり、

人口増加にそなえて3号炉も設置

できるようになっている。

霊童と意.7月2日 (fヨ) 9 a寺-12野寺
霊霊会場@市}1大野小学校

ト

童書内務 .i鐙EE誤!淀/遼霊訪適正教盗/握力/蚤霞と

び/ジグザグドヲブル/反復績とぴ/急

歩なと

JI 

二え
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7・5 仁木)1徳延タ

7.7 (.金)!公所タ

7.8 (土)!中島萱体

7.10 (月別片i河公民館

7.11 (火コi北久保タ

7・12(刀()Iこと霊武自白古，)

7.13 Cね|長持公民館

7・14(金沢飯島捷会場

7.J7(J'l)!盤国第15i陪IVj分B
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裁定¢時間以前fCW腎することはできない
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